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3. 蝶 類 の 地理 的 種 内 変異 に み ら れ る 日 本 海 要素 原 聖樹 (関東 ) 
成虫 の 色彩 ・ 斑 紋 に 関し て , ① 本 州 の 硝 梁 山脈 の 日 本 海 側 と 太平 洋 側 斜面 と で , 種 内 に 地理 的 変異 
が 誰 議 さ れる 種 で , か つめ 日 本 海 側 で 特徴 的 な 斑紋 を 表現 する 個体 の 集団 中 に 占め る 比率 が , 裏 日 本 
弄 気 鉄 区 内 に お いて 高まる 傾向 が 明瞭 で ある 種 を , 蝶 類 の 「 日 本 海 要素 」 と 呼び た い . 種 内 の 特定 タ 
イプ の 集団 内 に お ける 出現 頻度 を 相対 的 に みた 場合 に と に, この 要素 を 規定 で きる . 

正定 的 に は , ウス バシ ロ チ ョ ウ ・ ギ フチ ョ ウ ・ ツ マキ チョ ウ ・ チ ョ ウ セ ン ア カン ジミ ・ ゴ マン シ ジ 
ミィ ャ アサ マン ジン ミド ミヤ マン ジミ ャ イチ モン シン ジ チ ョ ウ ・ ア ザマ イモ ンジ ャ フタ スジ チョ ウタ 年 10 種 が 
日 本 海 要素 と し て ピッ ク ・ ア ッ プ され る が , この 要素 に は 次 の よう な 共通 点 が ある . ① 本 要素 の 特色 
華人 す る 地域 は お よそ 人 か ら 山 玉 へ か ひ て の 表地 人 = 陣 定 さ れ 。 の 生計 の 衝 な る 分 
属す る 各種 か ら 構成 ⑨ ヒ マラヤ ャ 型 ・ マ レー 型 分 布 種 を 含ま な い . ④ 地 表 近 く で 越冬 する . ⑤ 年 1 化 
の 宮原 性 名 問 が 半数 を 瑞 め る 。 

特定 の 形質 (色彩 ・ 斑 紋 ) に 関し て , 日 本 海 要素 の 各種 が “日 本 海 側 の 特殊 な 気 師 ” と いう 一 定 の 
環境 要素 に 対 し て 同 傾向 の 反応 を 示す こと か ら , この 形質 が 積雪 適応 型 の 方 向 性 選択 と し て 小 進化 し 
て きた 可能 性 が ある . 日 本 海 側 で 特徴 的 な 色彩 ・ 斑 紋 が 出現 する こと に , 日 本 海 の 形 成 と 関連 し た 積 
極 的 な 意義 (必然 性 ) を 認め た い . 

本 講演 で は , 斑紋 の 変異 と その 表現 機構 に つい て 若干 の 考察 を 行っ た うえ で , 日 本 海 要素 の 存在 を 
座 史 的 に 把握 する た め に 必要 と 思わ れる 研究 上 の 問題 点 を いく つか 指摘 した. 


4. ギフ チョ ウ の 産卵 刺激 物質 本 田 計 一 ・ 伊 訂 正宏 (関東 ) 
チョ ウッ の 産卵 刺激 物質 に 関す る 報告 は 極め て 少な い が , オオ モン シロ チョ ウッ (Pieris brassicae) で は 
アブ ラナ 科 植 物 に 含ま れる , ある 種 の カラ ン シ 油 配 糖 体 Sinigrin) が その 活性 成分 と し て 知ら れ て いる . 
また , 数 種 の アゲ ハチ ョ ウ に お いて は , 食 草 の メタ ノー ル 抽 出 物 に 活性 物質 の 含ま れ て いる こと が 知 
られ て お り , 現在 迄 の 知見 で は , それ ら は 全て 極性 の 強い (水溶 性 の ) 物質 で ある . 

ギフ チョ ウッ の 産卵 刺激 物質 に つい て は 既に 簡単 な 報告 が な され て は いる が , 詳細 な 研究 例 は 未だ 見 
当ら な い . 今回 , 演者 ら は ウス バ サ イ シン の エタ ノー ル 抽 出 液 , お よび カン アオ イ 類 に 比較 的 普通 に 
含有 きれ て いる 数 種 の 精油 成分 等 に つい て , それ ら の 産卵 活性 を 調べ た の で 報告 する . メス 成虫 は 福 
井 産 (ウス ベ サ イシ ン 人 飼育) と 丹沢 産 (ラン ョ ウ ア オイ 飼育 ) の 2 系 統 を 用 いた . 

成員 は ウス パサ イシ ン の エタ ノー ル 抽 出 物 に 強く 反応 する が , その 水蒸気 蒸留 留 出 物 に は 全く 反応 
せ ず , 残 流 に 高い 活性 が 認め られ た . また , 各種 の 精油 成分 に も 反応 は 認め られ な か っ た . 残 湾 中 の 
活性 成分 は , 塩化 メチ レン や イソ ブタ ノー ル に は 転 次 され な い 水 溶性 の 高 極性 物質 と 考え られ た が , 
この も の を 単 離 すべ く 限 外 ろ 過 に よる 分 画 を 試み た 所 , いずれ の 画 分 の 活性 も 著しく 低下 し , 活性 物 
質 は 数 成分 か ら 成 る も の と 推察 され た . メス は 産卵 に 先立っ て 必ず drumming を 行う こと お よび 以上 
の 結果 か ら , 産卵 に 関与 する 刺激 は 未知 の 水深 性 物質 か ら 受 ける 接触 化学 刺激 で あり , 従来 , ギフ チ 
a ょ 化 を 精油 成分 と の 関連 で 議論 する 傾向 が あっ た が , 産卵 と 精油 と の 関係 が 薄い 以 
上 , この よう な 短絡 的 推論 は 今後 極力 避け ね ば な ら な い . 


5S. ギフ チョ ウ の 成虫 分 化 一 その 2 一 夏 か ら 冬 まで 石井 実 (近畿) 
ギフ チョ ウ の 申 に 日 長 感受 能力 か ある こと を 昨年 の 大 会 で 述べ た . RM 
東 分 化 が 進行 する と し た 20°C と いう 5 中温 域 の 温度 下 で も , 長 日 (16 時 間 日 長 ) で は 分 化 の 開始 ヵ 
し く 層 れる . DN ON 
クチ クラ 内 で 完成 する (石井 ・ 日 高 1979). 成虫 分 化 の 温度 , 日 長 に よる ュ ン トロ ー ル に つい て 更に 
深い 知見 を 得る た め に , 幼虫 , 踏 を 種々 の 条件 下 で 飼育 し , 野 を 定期 的 に 解剖 する こと に よっ て 以下 
の よう な こと を 明らか に し た . 
1) 成虫 分 化 に 関す る 了 臨界 日 長 (20°C) は , 幼虫 期 の 日 長 で 変化 する よう で , 幼虫 期 を 12 時 間 日 長 
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下 で 過ごし た も の で は 13 時 間 と 14 時 間 の 間 で ある が , 16 時 間 日 長 下 で 過ごし た も の で は , 14 時 
間 以 上 (16 時 間 以 下 ) で あっ た . 2) 遇 の クチ クラ に は 頭頂 部 付近 に 光 を ょ く 通 す 部 分 が か ある が ( 石 
井 , 日 高 1979), この 部 分 を 黒色 マニ ュ キ ア で 塗り つぶ し て 16 時 間 日 長 下 に 置い て も 分 化 は 起こ ら 
な か っ た . 全 暗 条件 下 で は 分 化 は 進み ので, この 結果 か ら は この 部 分 が 日 長 感 受 に 関 合 し て いる と は 
言え を ない . 3) 16 時 間 日 長 下 で も 温度 を 23?C か ら 16°C に 切り 換え る と 成虫 分 化 が 始ま っ た . また , 
12 時 間 日 長 で 一 度 分 化 が 始ま る と , 長 日 下 (16 時 間 日 長 ) に 移し て ふも 低温 下 ( 約 C) に 移し て る も, 
停止 する こと は な か っ た . 4) 20°C 13 時 間 日 長 下 に 置か れ た 交 から は 約 3 ヶ月 後に 成虫 が 羽化 し た . 
この こと は , 木村 (1975) の 指摘 する よう な 成虫 形成 完成 後 の 低温 は , 羽化 の 際 に 必ず し ゃ 必要 で は 
な いこ と を 示唆 し て いる . 

野外 で は , 成虫 分 化 は 夏 の 間 は 高温 長 日 の た め に 抑制 され , 秋 に な っ て 気温 が 中 温 域 (20°C 前 後 ) 
まで 下がり , 日 長 が 臨界 日 長 を 割る 頃 に 開始 され る . 年 内 に は 殖 の 紋 の 現れ る ステ ー ジ に 達する と 考 
ぇ られ る . そし て 翌年 , 春 ま で に は 成虫 形成 が 完成 し , 日 長 が 増加 し て 13 時 間 付 近 に 達する と 羽化 
の 過程 が 始ま る の で あろ うら. 

今回 の 実験 に は , 丹沢 産 , 金沢 産 の ちゃ の を 用 いた . これ ら の 材料 を 提供 され た 原 聖樹 本 田 計 一 
松本 和 馬 の 各氏 に 感謝 申し 上 げ る . 


6. Luehdorfia 属 2 種 幼虫 の 行動 巡 川 
(1) 最初 に 摂 食 する 葉 の 部 分 . 

ギフ チョ ウ と ヒメ ギフ チョ ウ に つい て 1971 年 >1979 年 まで 調べ た 結果 , ギフ は ヒメ カン アオイ と 
ゥ スバ サイ シン の いずれ に 産 付 され た 場合 で も , ふ化 し た 幼虫 は 必ず 葉 緑 (ほとん と 基 脚 部 葉 縁 ) ま 
で 移動 し て か ら 最 初 に 摂 食 , ウタ スバ サイ シン に 産 付 され た ヒメ ギフ で は , 葉 続 ま で 移動 する こと は な 
く , 必ず 卵殻 の 周囲 か ら 摂 食し た . また , 若 令 幼虫 を 食 草 の 葉 上 に 置い て みる と , ギフ で は 必ず 葉 縁 
(ほとん ど 基 脚 部 葉 縁 ) より 摂 食 し し ヒス ギフ で も ほとん と ど 葉 縁 よ り 摂 食 し た が , 少し は 葉 の 内 部 より 
摂 食 し た . また , ヒメ カシ アオ イ の ギフ 鋳 塊 を ぁ 化 直前 に ウス バ サ イ シン に は り 付 けた ら , 葉 縁 まで 
移動 し て か ら 振 食す る 場合 と , 卵殻 周囲 よ り 摂 食 する 場合 が あっ た . ヒメ ギフ 卵 塊 を ヒメ カン シン アオイ 
に は り 付 けた ら , 必ず 卵 毅 周囲 より 摂 食 し た . ギフ と ヒメ ギフ で は , ぁ ふ化 し て か ら 最 初 に 摂 食 する 葉 
の 部 分 が 違う が , これ は 種 の 違い に よる も の と 考え る . 

(2) ギフ チョ ウ 幼 虫 が 葉 綴 へ 行く まで の 行動 . 

最初 に ぁ 化 し た 幼虫 は , 間接 的 に リー ダー と な っ て , 後 か ら ぁ 化し て くる 幼虫 を 誘導 する . その 謎 
導 の 月 じ る し は , 幼虫 が 唱 器 か ら 出 し て いる 和 糸 で ある こと が うか が を た . つま り 最 初 の 幼虫 が 歩い た 
ュー ス (必ず 葉脈 上 ) を , 次 の 幼虫 も 移動 し て 行き , 次 々 と る ぁ 化し た 幼虫 が 同じ ュー ス を 通っ て 基 脚 
部 葉 縁 に 集合 し , 摂 食 活動 を 始め た . と ころ が , 幼虫 が 通っ た ュー ス は 絶対 的 な も の で は な く , 糸 は 
ある の だ が ある 時 間 が 経過 する と 誘導 効果 が な く な る こと が , 2・3 の 事実 か ら う か が えた . つま り , 
誘導 する も の は 糸 で は な く , 糸 に つい て いる と 思わ れる 揮発 性 の 化学 物質 で ある と 考え れ ば , 幼虫 の 
行動 事実 を うま く 説 明 す る こと が で きた . (以上 は いずれ まとめ て 詳細 を 発表 する 予定 で ある ). 


唄 


労 (信越 ) 


7. 蝶 の 鱗粉 ソケット 列 の 特異 性 新川 和 勉 (関東 ) 

蝶 の 鱗粉 ソケット 列 に 関す る 報 文 は 今 ま で 知ら れ て いな い . 演者 は この 問題 に 関し て 前 回 の 大 会 に 
お いて その 一 部 を 発表 し た が , 今回 は 蝶 全 般 に わた り , ソケット 列 の 規則 性 と 形質 と し て の 重要 性 に 
つい て 報告 し た . 

媒 天 上 に 香 鱗 また は 性 標 を 持つ 種 に お いて その 働き が 重要 で ある な ら , 期 表 度 上 に 種 と し て の 初期 
の 差 を 生じ て も よい の で は な いか と 考え た . そこ で 多数 の 種 個体 を 観察 し た 結果 , その 重要 性 は 大 き 
く , 特に 斑紋 や , ゲー ニタ リア に よる 区 別 の な むず か し い 近 似 種 問 に お いて も , その 差 が は っ きり と 見 出 
され た . また , 属 間 の 差異 の 標 竹 と し て も 使用 出来 る し , 進化 段階 の 把握 に も 有効 な 形質 に な り 得 る 
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